
 

 

 

 

KTS では，詳細図面・数量計算書の作成までサ

ポートいたします． 

選定された補強工法が実現可能か否か，スタッ

フが検討を行ってから効果確認の構造解析を

行うため，手戻りも少なくなります． 

必要に応じて，発注者様との協議資料の作成

をご支援させていただきます． 

動的応答解析結果を基に各部材の応力度照査を

行い，応力度レベルを構造物上に可視化するこ

とにより，構造物の弱点が一目で判る資料をご

提示いたします． 

打合せ資料作成支援 

補強工法の検討 

アーチ橋やラーメン橋などの複雑な構造系を有する橋梁において, 耐震補強設計を行う場合には，構造物の振動特性を把握し，効果的な耐震補強対策を講じることが要求されます．

KTS では，構造解析・設計計算・図面作成に関するノウハウを駆使し，総合的なサポートを実現いたします． 
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耐震補強方針
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　座屈拘束型ブレースダンパーなど，デバイスを用いた制震対策は，
アーチ支承補強が不要となるレベルまで行うことを基本とする．
　また，制震化を行った上で道路橋示方書Ⅱ鋼橋編に規定される照査
式を満足しない部材が残る場合には当板補強による補強を実施する．

橋軸方向地震力に対して制震化を図るため
・せん断パネル型ダンパーの設置
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補強検討

　本橋の耐震補強は以下のフロー図に従い
設計計算を行う。

※1 ※ 2

※ 3

※ 1 :動的応答解析で得られた部材断面力を基に道路橋示方書Ⅱ

　　4. 3 軸方向力と曲げモーメントを受ける部材としての断面

　　照査を行う．

※2 :※ 1で行った断面計算結果がNGとなる場合で、かつ局部座屈

　　による許容応力度の低減を受ける断面となっている場合に、

　　許容応力度低減を受けない断面に補強を行う．

※3 :作用応力度が降伏点を超える場合、非線形解析によって得ら

　　れた各部材のひずみより、ひずみの照査を行い、ここでN Gと

　　なる場合、全体構造の制震化を図るなどの対策を行う．

　

橋軸方向

橋軸方向
橋軸方向地震力に対して制震化を図るため
・せん断パネル型ダンパーの設置

支承取替え(橋軸・直角自由 )

支承取替え (橋軸・直角自由)

吊材補助材の設置
・吊材ガセット破断による落橋を防ぐ

橋軸直角方向変位制限装置の設置

直角方向変位制限装置設置

支承取替え(直角方向耐荷力向上 )

直角方向変位制限装置設置
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     [要素      3001]  3次元ファイバー要素
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 0.00E+0

 1.00E+3

-1.00E+3

 2.00E+3

-2.00E+3

 3.00E+3

-3.00E+3

  0.00   2.50   5.00   7.50  10.00

時刻   (sec)

3
次

元
フ

ァ
イ

バ
ー

要
素

  
 
(
kN
)

斜材降伏点P y = 2 8 6 2 k N

     [要素      2001]  3次元ファイバー要素
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     [要素      3001]  3次元ファイバー要素
                       軸力(G2)

   YMAX  1.1251E+3   AT  4.6800E+0   YMIN -1.1251E+3   AT  2.9700E+0
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現況モデル 補強後モデル
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せん断ストッパー取り付き位置計画図 S=1:20
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制震ストッパー(その 4 ) S = 1 : 1 0
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製作数 n= 4
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ステンレス板詳細図 S = 1 : 5

注)1 .細部寸法は，現地調査実施の上，最終確認を行うこと．

   2 . 特記なき材質はすべてSM 4 0 0 A とする．

   3 . 特記なきスカーラップは全てR = 3 5 m mとする．
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動的応答解析の実施 

特殊橋梁の耐震補強では，構造特性を把握し効果

的な補強対策が要求されます． 

KTS では，経験豊富なスタッフが適切に動的応答

解析を実施し，サポートいたします． 

構造物の弱点把握 

構造物の弱点が明確になれば，これまでに蓄

積されたノウハウから適切な補強工法を選定

しご提示いたします． 

制震デバイス配置計画・断面補強検討 補強詳細図面作成 


